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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】互いにせん断強度が異なる材料により形成され
た複数の線を備える、破断を抑制した、複合線の提供。
【解決手段】複合線は、横断面の輪郭線が真円形以外の
形状である芯線２０であって、芯線２０の長手方向を中
心とする螺旋状の第１の表面が形成されるように捻回さ
れた芯線２０と、芯線２０を形成する材料のせん断強度
よりも低いせん断強度を有する材料により形成され、第
１の表面上に配置された螺旋状の第１の側線３０とを備
える。また、芯線２０は、長手方向に略直交する方向に
おける第１の表面とは反対側の第２の表面であって、長
手方向を中心とする螺旋状の第２の表面を有し、複合線
は、さらに、芯線２０を形成する材料のせん断強度より
も低いせん断強度を有する材料により形成され、第２の
表面上に配置された螺旋状の第２の側線４０を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横断面の輪郭線が真円形以外の形状である芯線であって、前記芯線の長手方向を中心と
する螺旋状の第１の表面が形成されるように捻回された芯線と、
　前記芯線を形成する材料のせん断強度よりも低いせん断強度を有する材料により形成さ
れ、前記第１の表面上に配置された螺旋状の第１の側線と、を備える、
　複合線。
【請求項２】
　請求項１に記載の複合線であって、
　前記芯線と前記第１の側線とは、面接触している、
　複合線。
【請求項３】
　請求項２に記載の複合線であって、
　前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第１の表面の一部である第１の直線部を有し、
　前記第１の側線は、前記第１の直線部に接触している、
　複合線。
【請求項４】
　請求項３に記載の複合線であって、
　前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第１の側線が接触する前記第１の直線部を辺と
する多角形である、
　複合線。
【請求項５】
　請求項４に記載の複合線であって、
　前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第１の側線が接触する前記第１の直線部を辺と
する四角形である、
　複合線。
【請求項６】
　請求項５に記載の複合線であって、
　前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第１の側線が接触する前記第１の直線部を長辺
とする長方形である、
　複合線。
【請求項７】
　請求項１から請求項６までのいずれか一項に記載の複合線であって、
　前記横断面において、
　　前記芯線は、前記横断面に平行な方向である第１の方向の幅が前記第１の方向に直交
する方向の幅よりも短く、
　　前記第１の表面は、前記芯線における前記第１の方向の一方の側に位置し、
　　前記第１の側線は、前記芯線の前記第１の表面における前記第１の方向に直交する方
向の両端から離隔している、
　複合線。
【請求項８】
　請求項１から請求項７までのいずれか一項に記載の複合線であって、
　前記芯線は、金属により形成され、
　前記第１の側線は、樹脂により形成されている、
　複合線。
【請求項９】
　請求項１から請求項８までのいずれか一項に記載の複合線であって、
　前記芯線は、前記長手方向に略直交する方向における前記第１の表面とは反対側の第２
の表面であって、前記長手方向を中心とする螺旋状の第２の表面を有し、
　前記複合線は、さらに、前記芯線を形成する材料のせん断強度よりも低いせん断強度を
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有する材料により形成され、前記第２の表面上に配置された螺旋状の第２の側線を備える
、
　複合線。
【請求項１０】
　請求項９に記載の複合線であって、
　前記芯線と前記第２の側線とは、面接触している、
　複合線。
【請求項１１】
　請求項９または請求項１０に記載の複合線であって、
　前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第２の表面の一部である第２の直線部を有し、
　前記第２の側線は、前記第２の直線部に接触している、
　複合線。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の複合線であって、
　前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第２の側線が接触する前記第２の直線部を辺と
する多角形である、
　複合線。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の複合線であって、
　前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第２の側線が接触する前記第２の直線部を辺と
する四角形である、
　複合線。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の複合線であって、
　前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第２の側線が接触する前記第２の直線部を長辺
とする長方形である、
　複合線。
【請求項１５】
　請求項９から請求項１４までのいずれか一項に記載の複合線であって、
　前記横断面において、
　　前記芯線は、前記横断面に平行な方向である第１の方向の幅が前記第１の方向に直交
する方向の幅よりも短く、
　　前記第１の表面は、前記芯線における前記第１の方向の一方の側に位置し、
　　前記第２の表面は、前記芯線における前記第１の方向の他方の側に位置し、
　　前記第１の側線は、前記芯線の前記第１の表面における前記第１の方向に直交する方
向の両端から離隔しており、
　　前記第２の側線は、前記芯線の前記第２の表面における前記第１の方向に直交する方
向の両端から離隔している、
　複合線。
【請求項１６】
　請求項９から請求項１５までのいずれか一項に記載の複合線であって、
　前記第２の側線は、樹脂により形成されている、
　複合線。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示される技術は、せん断強度が互いに異なる材料により形成された複数の
線を備える複合線に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　金属線と樹脂線とを備える釣り糸が広く使用されている。このような釣り糸においては
、金属線と樹脂線とを備えることにより、釣り糸の強度と柔軟性とを両立させている。こ
の種の釣り糸として、樹脂線と、樹脂線の周りに螺旋状に巻き付けられた金属線とを備え
る釣り糸が知られている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２８３９３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来の釣り糸においては、樹脂線の周りに金属線が螺旋状に巻き付けられた構成で
あるため、例えば釣り糸が障害物（例えば、岩石、水中の魚、他の釣り具）に衝突し、釣
り糸に力が加わることにより、金属線を介して樹脂線にせん断力が加わり、これにより樹
脂線が破断する恐れがある、という課題がある。
【０００５】
　なお、このような課題は、金属線と樹脂線とを備える釣り糸に限らず、せん断強度が互
いに異なる材料により形成された複数の線を備える複合線であれば共通の課題である。
【０００６】
　本明細書では、上述した課題を解決することが可能な技術を開示する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本明細書に開示される技術は、例えば、以下の形態として実現することが可能である。
（１）本明細書に開示される複合線は、横断面の輪郭線が真円形以外の形状である芯線で
あって、前記芯線の長手方向を中心とする螺旋状の第１の表面が形成されるように捻回さ
れた芯線と、前記芯線を形成する材料のせん断強度よりも低いせん断強度を有する材料に
より形成され、前記第１の表面上に配置された螺旋状の第１の側線と、を備える。
【０００８】
　本複合線では、上述したように、せん断強度が低い前記第１の側線が前記芯線における
螺旋状の前記第１の表面上に配置されていることにより、上記複合線に力が加わった際に
前記芯線を介して前記第１の側線に加えられるせん断力は、抑制される。そのため、本複
合線によれば、樹脂線の周りに金属線が螺旋状に巻き付けられた構成である上記従来の釣
り糸に比べて、上記複合線に力が加わった際に前記芯線を介して前記第１の側線にせん断
力が加えられることに起因して前記第１の側線が破断することを抑制することができる。
【０００９】
（２）上記複合線において、前記芯線と前記第１の側線とは、面接触している構成として
もよい。本複合線においては、前記芯線と前記第１の側線とが点接触している構成に比べ
て、前記芯線と前記第１の側線との接触面積が大きくなる。そのため、上記複合線に力が
加わった際に前記芯線を介して前記第１の側線に加えられる力が分散されることにより、
前記第１の側線に加えられる単位面積当たりの力が小さくなり、ひいては上記複合線に力
が加わった際に前記芯線を介して前記第１の側線に力が加えられることに起因して前記第
１の側線が損傷することが抑制される。
【００１０】
（３）上記複合線において、前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第１の表面の一部で
ある第１の直線部を有し、前記第１の側線は、前記第１の直線部に接触している構成とし
てもよい。本複合線によれば、前記芯線と前記第１の側線とが面接触した構成を容易に実
現することができる。
【００１１】
（４）上記複合線において、前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第１の側線が接触す
る前記第１の直線部を辺とする多角形である構成としてもよい。本複合線によれば、前記
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第１の側線が前記芯線の前記第１の直線部に接触した構成を容易に実現することができる
。また、本複合線では、前記芯線の前記横断面の輪郭線が多角形であることにより、異形
ダイスを用いた伸線加工やスウェージング加工等により、前記芯線を容易に製造すること
ができる。
【００１２】
（５）上記複合線において、前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第１の側線が接触す
る前記第１の直線部を辺とする四角形である構成としてもよい。本複合線は、異形ダイス
を用いた伸線加工やスウェージング加工等により、前記芯線を、さらに容易に製造するこ
とができる。
【００１３】
（６）上記複合線において、前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第１の側線が接触す
る前記第１の直線部を長辺とする長方形である構成としてもよい。本複合線によれば、前
記第１の直線部の長さを十分確保しながらも、上記複合線の直径（より具体的には、上記
複合線の横断面において前記第１の直線部に直交する方向の直径）を小さくすることがで
きる。
【００１４】
（７）上記複合線において、前記横断面において、前記芯線は、前記横断面に平行な方向
である第１の方向の幅が前記第１の方向に直交する方向の幅よりも短く、前記第１の表面
は、前記芯線における前記第１の方向の一方の側に位置し、前記第１の側線は、前記芯線
の前記第１の表面における前記第１の方向に直交する方向の両端から離隔している構成と
してもよい。本複合線においては、前記芯線に対して前記第１の方向に直交する方向に略
平行な力が加えられた際には、基本的には、前記第１の方向に直交する方向の幅が比較的
長い前記芯線が当該力を直接受けることになり、これにより前記第１の側線の破断が防止
される。
【００１５】
（８）上記複合線において、前記芯線は、金属により形成され、前記第１の側線は、樹脂
により形成されている構成としてもよい。本複合線によれば、上述した構成でありながら
強度が高い前記芯線と、上述した構成でありながら柔軟性が高い前記第１の側線とを備え
る構成を容易に実現することができる。
【００１６】
（９）上記複合線において、前記芯線は、前記長手方向に略直交する方向における前記第
１の表面とは反対側の第２の表面であって、前記長手方向を中心とする螺旋状の第２の表
面を有し、前記複合線は、さらに、前記芯線を形成する材料のせん断強度よりも低いせん
断強度を有する材料により形成され、前記第２の表面上に配置された螺旋状の第２の側線
を備える構成としてもよい。本複合線においては、せん断強度が低い前記第２の側線が前
記芯線における螺旋状の前記第２の表面上に配置されていることにより、上記複合線に力
が加わった際に前記芯線を介して前記第２の側線に加えられるせん断力は、抑制される。
そのため、本複合線によれば、樹脂線の周りに金属線が螺旋状に巻き付けられた構成であ
る上記従来の釣り糸に比べて、上記複合線に力が加わった際に前記芯線を介して前記第２
の側線にせん断力が加えられることに起因して前記第２の側線が破断することを抑制する
ことができる。
【００１７】
（１０）上記複合線において、前記芯線と前記第２の側線とは、面接触している構成とし
てもよい。本複合線においては、前記芯線と前記第２の側線とが点接触している構成に比
べて、前記芯線と前記第２の側線との接触面積が大きくなる。そのため、上記複合線にお
いは、上記複合線に力が加わった際に前記芯線を介して前記第２の側線に加えられる力が
分散されることにより、前記第２の側線に加えられる単位面積当たりの力が小さくなり、
ひいては上記複合線に力が加わった際に前記芯線を介して前記第２の側線に力が加えられ
ることに起因して前記第２の側線が損傷することが抑制される。
【００１８】
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（１１）上記複合線において、前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第２の表面の一部
である第２の直線部を有し、前記第２の側線は、前記第２の直線部に接触している構成と
してもよい。本複合線によれば、前記芯線と前記第２の側線とが面接触した構成を容易に
実現することができる。
【００１９】
（１２）上記複合線において、前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第２の側線が接触
する前記第２の直線部を辺とする多角形である構成としてもよい。本複合線によれば、前
記第２の側線が前記芯線の前記第２の直線部に接触した構成を容易に実現することができ
る。
【００２０】
（１３）上記複合線において、前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第１の側線が接触
する前記第１の直線部を長辺とする長方形である構成としてもよい。本複合線においては
、異形ダイスを用いた伸線加工やスウェージング加工等により、前記芯線を、さらに容易
に製造することができる。
【００２１】
（１４）上記複合線において、前記芯線の前記横断面の輪郭線は、前記第２の側線が接触
する前記第２の直線部を長辺とする長方形である構成としてもよい。そのため、本複合線
によれば、前記第２の直線部の長さを十分確保しながらも、上記複合線の直径（より具体
的には、上記複合線の横断面において前記第２の直線部に直交する方向の直径）を小さく
することができる。
【００２２】
（１５）上記複合線において、前記横断面において、前記芯線は、前記横断面に平行な方
向である第１の方向の幅が前記第１の方向に直交する方向の幅よりも短く、前記第１の表
面は、前記芯線における前記第１の方向の一方の側に位置し、前記第２の表面は、前記芯
線における前記第１の方向の他方の側に位置し、前記第１の側線は、前記芯線の前記第１
の表面における前記第１の方向に直交する方向の両端から離隔しており、前記第２の側線
は、前記芯線の前記第２の表面における前記第１の方向に直交する方向の両端から離隔し
ている構成としてもよい。本複合線においては、前記芯線に対して前記第１の方向に直交
する方向に略平行な力が加えられた際には、基本的には、前記第１の方向に直交する方向
の幅が比較的長い前記芯線が当該力を直接受けることになり、これにより前記第１の側線
や前記第２の側線の破断が防止される。
【００２３】
（１６）上記複合線において、前記第２の側線は、樹脂により形成されている構成として
もよい。本複合線によれば、上述した構成でありながら柔軟性が高い前記第２の側線を備
える構成を容易に実現することができる。
【００２４】
　なお、本明細書に開示される技術は、種々の形態で実現することが可能であり、例えば
、複合線、複合線の製造方法等の形態で実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本実施形態における釣り糸１０の横断面構成を概略的に示す断面図
【図２】本実施形態における釣り糸１０の外観構成を示す図
【図３】芯線２０の外観構成を示す斜視図
【発明を実施するための形態】
【００２６】
Ａ．本実施形態：
Ａ－１．釣り糸１０の構成：
　図１は、本実施形態における釣り糸１０の横断面構成を概略的に示す断面図であり、図
２のＩ－Ｉの位置における釣り糸１０のＸＺ断面構成を示している。なお、この「横断面
」とは、釣り糸１０の長手方向に略直交する断面（ＸＺ断面）である（以下において「横
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断面」というときも同様）。図２は、本実施形態における釣り糸１０の外観構成を示す図
であり、図１に示す釣り糸１０のＹＺ平面構成を示している。なお、図２では、後述する
被覆層５０の図示は省略してある。各図には、方向を特定するための互いに直交するＸＹ
Ｚ軸が示されている。
【００２７】
　図１に示すように、釣り糸１０は、芯線２０と、第１の側線３０と、第２の側線４０と
、被覆層５０とを備えている。釣り糸１０の外径は、例えば、０.０１ｍｍ以上、３ｍｍ
以下（望ましくは０．０１ｍｍ以上、１ｍｍ以下）に設定される。
【００２８】
　図３は、芯線２０の外観構成を示す斜視図である。芯線２０は、金属により形成されて
いる。芯線２０を形成する金属としては、特に限定されるものではないが、ステンレス鋼
（ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３１６等）、コバルトクロム合金、ニッケルコバルト合金、黄銅
、チタン、チタン合金、タングステン、レニウムタングステン、レニウムタングステン合
金等が挙げられる。芯線２０は、図２および図３に示すように、芯線２０の長手方向（Ｙ
軸方向）を中心として捻回された構成とされている。つまり、芯線２０は、例えば略板状
の金属線を当該金属線の長手方向を中心として捻ることにより形成される部材である。な
お、芯線２０の長手方向を中心として捻回された構成である芯線２０は、例えば、上記の
金属で形成された略板状の金属線をボビンに巻取りながら、ボビンを金属線の長手方向を
中心として回転させることにより、作製することができる。
【００２９】
　芯線２０は、上述したように芯線２０の長手方向を中心として捻回された構成であるこ
とにより、芯線２０の長手方向を中心とする螺旋状の第１の表面２０ａと、芯線２０の長
手方向に略直交する方向における第１の表面２０ａとは反対側に位置し、芯線２０の長手
方向を中心とする螺旋状の第２の表面２０ｂとを有している。
【００３０】
　釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の輪郭線は、四角形（従って、多角形
）である。ここでいう「四角形」は、幾何学上の狭義の四角形に限らず、辺の真直度が低
い四角形や、２辺がつくる角にＲを有する四角形などをも含む広義の四角形を意味する（
以下において、四角形または四角形以外の多角形をいうときも同様）。なお、図１では、
便宜上、芯線２０の横断面の輪郭線は、辺の真直度が高く、各辺がつくる各角にＲを有し
ていない四角形となっているが、実際には、各辺の真直度は低く（若干曲がっている）、
各辺がつくる各角にＲを有している。
【００３１】
　釣り糸１０の横断面において、芯線２０における横断面に平行な方向（芯線２０におけ
る横断面に平行ないずれかの方向）の幅は、当該方向に直交する方向の幅よりも短い。例
えば、図１に示す釣り糸１０の横断面において、芯線２０におけるＸ軸方向（横断面に平
行な方向）の幅は、Ｚ軸方向（Ｘ軸方向に直交する方向）の幅よりも短い。なお、本実施
形態におけるＸ軸方向は、特許請求の範囲における第１の方向の一例である。
【００３２】
　第１の側線３０は、芯線２０の長手方向を中心とする螺旋状である第１の表面２０ａ（
芯線２０の第１の表面２０ａ）に沿うように第１の表面２０ａ上に配置され、その結果、
芯線２０の長手方向を中心とする螺旋状に形成されている。例えば、図１に示す釣り糸１
０の横断面において、芯線２０の第１の表面２０ａは、芯線２０におけるＸ軸負方向側（
Ｘ軸方向の一方の側）に位置し、第２の表面２０ｂは、芯線２０におけるＸ軸正方向側（
Ｘ軸方向の他方の側）に位置している。
【００３３】
　釣り糸１０の横断面において、第１の側線３０は、芯線２０の第１の表面２０ａにおけ
る横断面に平行な方向（横断面に平行ないずれかの方向）の両端から離隔し、第２の側線
４０は、芯線２０の第２の表面２０ｂにおける当該方向の両端から離隔している。例えば
、図１に示す釣り糸１０の横断面において、第１の側線３０は、芯線２０の第１の表面２
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０ａにおけるＺ軸方向の両端から離隔し、第２の側線４０は、芯線２０の第２の表面２０
ｂにおけるＺ軸方向の両端から離隔している。
【００３４】
　第１の側線３０および第２の側線４０は、芯線２０を形成する材料のせん断強度よりも
低い樹脂により形成されている。第１の側線３０および第２の側線４０を形成する樹脂と
しては、特に限定されるものではないが、ポリアリレート繊維、ポリパラフェニレンベン
ズオキサゾール（ＰＢＯ）繊維、アラミド繊維、超高分子量ポリエチレン繊維、ポリイミ
ド繊維、炭素繊維等が挙げられる。
【００３５】
　上述したように、図１に示す釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の輪郭線
は、四角形である。第１の側線３０は、芯線２０の第１の表面２０ａに面接触している。
例えば、図１に示す釣り糸１０の横断面において、第１の側線３０は、芯線２０の横断面
の輪郭線（四角形）を構成する直線状の辺（図１のＳ１。以下、「第１の直線部Ｓ１」と
いう。）に線接触している（図１に示す釣り糸１０の横断面以外の横断面においても同様
に、第１の側線３０は線接触している）。ここでいう「直線状の辺」の「直線状」とは、
釣り糸１０の横断面において、当該辺を、互いに平行な二直線（以下、「平行二直線」と
いう。）により挟んだとき、平行二直線の間隔が最小になる場合の当該平行二直線の間隔
が３０μｍ未満（望ましくは２０μｍ未満、より望ましくは１０μｍ未満）である形状を
意味する（以下において「直線状」というときも同様）。また、「線接触」とは、接触し
ている部分の長さ（当該部分が複数ある場合は、各当該部分の長さの合計）が３μｍ以上
（望ましくは５μｍ未満、より望ましくは７μｍ未満）である接触状態を意味する（以下
において「線接触」というときも同様）。より具体的には、図１に示す釣り糸１０の横断
面において、芯線２０の横断面の輪郭線は、第１の直線部Ｓ１と第２の直線部Ｓ２とをそ
れぞれを長辺とする長方形である。
【００３６】
　また、第２の側線４０は、芯線２０の第２の表面２０ｂに面接触している。例えば、図
１に示す釣り糸１０の横断面において、第２の側線４０は、芯線２０の横断面の輪郭線（
四角形）を構成する直線状の辺であって、上記の第１の直線部Ｓ１に対向する辺（図１の
Ｓ２。以下、「第２の直線部Ｓ２」という。）に線接触している（本実施形態では、図１
に示す釣り糸１０の横断面以外の横断面においても同様に、第２の側線４０は線接触して
いる）。
【００３７】
　被覆層５０は、樹脂により形成され、図１に示すように、芯線２０と第１の側線３０と
第２の側線４０とを覆っている。被覆層５０を形成する樹脂としては、特に限定されるも
のではないが、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリアミド、ポリエステル、ポリウレタ
ン、ポリアミドエラストマー等の各種エラストマー、ポリテトラフルオロエチレン等のフ
ッ素樹脂、ポリイミド、ポリアミドイミド等が挙げられる。被覆層５０は、例えば、上述
した構成である芯線２０と第１の側線３０と第２の側線４０とから構成される複合体を用
意し、被覆層５０の形成材料である液状の樹脂に当該複合体をドブ漬け（ディッピング）
した後に、所定の径の被覆層５０が形成されるようにダイス等を用いた加工を行うことに
より、作製することができる。
【００３８】
Ａ－２．本実施形態の効果：
　以上説明したように、本実施形態の釣り糸１０は、横断面（釣り糸１０の長手方向に略
直交する横断面）の輪郭線が四角形である芯線２０であって、釣り糸１０の長手方向を中
心とする螺旋状の第１の表面２０ａが形成されるように捻回された芯線２０と、芯線２０
を形成する材料のせん断強度よりも低いせん断強度を有する材料により形成され、芯線２
０の第１の表面２０ａ上に配置された螺旋状の第１の側線３０とを備える。
【００３９】
　釣り糸１０は、基本的には、釣り糸１０の横断面に略平行な各方向の力が釣り糸１０に
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かかった際の釣り糸１０の変形のしやすさが略同等（横断面に平行な如何なる方向であっ
ても略同等）であることが要求される。例えば、芯線２０が捻回されていない板状である
構成では、釣り糸１０の横断面の形状が不均一（上述の釣り糸１０の変形の観点から好ま
しい均一性が不足している）であり、例えば、板厚方向には変形しやすいが板厚方向に垂
直な方向には変形しにくい、といったように、力がかかる方向によって釣り糸１０の変形
のしやすさが大きく異なることとなる。これに対し、本実施形態の釣り糸１０では、上述
したように、芯線２０は、釣り糸１０の長手方向を中心として捻回された構成とされてい
る。そのため、釣り糸１０の横断面の形状は、ある程度は均一（上述の釣り糸１０の変形
の観点から好ましい均一性を有している）である。そのため、本実施形態の釣り糸１０に
おいては、釣り糸１０の横断面に略平行な各方向の力が釣り糸１０にかかった際の釣り糸
１０の変形のしやすさがある程度同等となる。
【００４０】
　さらには、本実施形態の釣り糸１０では、上述したように、せん断強度が低い第１の側
線３０が芯線２０における螺旋状の第１の表面２０ａ上に配置されていることにより、釣
り糸１０に力が加わった際に芯線２０を介して第１の側線３０に加えられるせん断力は、
抑制される。そのため、本実施形態の釣り糸１０によれば、樹脂線の周りに金属線が螺旋
状に巻き付けられた構成である上記従来の釣り糸に比べて、釣り糸１０に力が加わった際
に芯線２０を介して第１の側線３０にせん断力が加えられることに起因して第１の側線３
０が破断することを抑制することができる。
【００４１】
　また、本実施形態の釣り糸１０では、芯線２０と第１の側線３０とは、面接触している
。そのため、芯線２０と第１の側線３０とが点接触している構成に比べて、芯線２０と第
１の側線３０との接触面積が大きくなる。そのため、釣り糸１０に力が加わった際に芯線
２０を介して第１の側線３０に加えられる力が分散されることにより、芯線２０を介して
第１の側線３０に加えられる単位面積当たりの力が小さくなり、ひいては釣り糸１０に力
が加わった際に芯線２０を介して第１の側線３０に力が加えられることに起因して第１の
側線３０が損傷することが抑制される。
【００４２】
　また、本実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の輪郭線は、
第１の表面２０ａの一部である第１の直線部Ｓ１を有し、第１の側線３０は、芯線２０の
第１の直線部Ｓ１に接触している。そのため、本実施形態によれば、芯線２０と第１の側
線３０とが面接触した構成を容易に実現することができる。
【００４３】
　また、本実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の輪郭線は、
第１の側線３０が接触する第１の直線部Ｓ１を辺とする多角形である。そのため、本実施
形態によれば、第１の側線３０が芯線２０の第１の直線部Ｓ１に接触した構成を容易に実
現することができる。また、本実施形態の釣り糸１０では、芯線２０の横断面の輪郭線が
多角形であることにより、異形ダイスを用いた伸線加工やスウェージング加工等により、
芯線２０を容易に製造することができる。
【００４４】
　より具体的には、本実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の
輪郭線は、第１の側線３０が接触する第１の直線部Ｓ１を辺とする四角形である。そのた
め、本実施形態の釣り糸１０は、異形ダイスを用いた伸線加工やスウェージング加工等に
より、芯線２０を、さらに容易に製造することができる。
【００４５】
　より具体的には、本実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の
輪郭線は、第１の側線３０が接触する第１の直線部Ｓ１を長辺とする長方形である。その
ため、本実施形態によれば、第１の直線部Ｓ１の長さを十分確保しながらも、釣り糸１０
の直径（より具体的には、釣り糸１０の横断面において第１の直線部Ｓ１に直交する方向
の直径）を小さくすることができる。
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【００４６】
　また、本実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０は、Ｘ軸方向（横断面
に平行な方向）の幅がＺ軸方向（Ｘ軸方向に直交する方向）の幅よりも短い。釣り糸１０
の横断面において、芯線２０の第１の表面２０ａは、芯線２０におけるＸ軸負方向側（Ｘ
軸方向の一方の側）に位置している。図１に示す釣り糸１０の横断面において、第１の側
線３０は、芯線２０の第１の表面２０ａにおけるＺ軸方向の両端から離隔している。その
ため、本実施形態の釣り糸１０においては、芯線２０に対してＺ軸方向に略平行な力が加
えられた際には、基本的には、Ｚ軸方向の幅が比較的長い芯線２０が当該力を直接受ける
ことになり、これにより第１の側線３０の破断が防止される。
【００４７】
　また、本実施形態の釣り糸１０では、芯線２０は、金属により形成されており、第１の
側線３０は、樹脂により形成されている。そのため、本実施形態によれば、上述した構成
でありながら強度が高い芯線２０と、上述した構成でありながら柔軟性が高い第１の側線
３０とを備える構成を容易に実現することができる。
【００４８】
　また、本実施形態の釣り糸１０では、芯線２０は、芯線２０の長手方向に略直交する方
向における第１の表面２０ａとは反対側の第２の表面２０ｂであって、芯線２０の長手方
向を中心とする螺旋状の第２の表面２０ｂを有する。釣り糸１０は、さらに、芯線２０を
形成する材料のせん断強度よりも低いせん断強度を有する材料により形成され、第２の表
面２０ｂ上に配置された螺旋状の第２の側線４０を備える。本実施形態の釣り糸１０にお
いては、せん断強度が低い第２の側線４０が芯線２０における螺旋状の第２の表面２０ｂ
上に配置されていることにより、釣り糸１０に力が加わった際に芯線２０を介して第２の
側線４０に加えられるせん断力が抑制される。そのため、本実施形態の釣り糸１０によれ
ば、樹脂線の周りに金属線が螺旋状に巻き付けられた構成である上記従来の釣り糸に比べ
て、釣り糸１０に力が加わった際に芯線２０を介して第２の側線４０にせん断力が加えら
れることに起因して第２の側線４０が破断することを抑制することができる。
【００４９】
　また、本実施形態の釣り糸１０では、芯線２０と第２の側線４０とは、面接触している
。そのため、芯線２０と第２の側線４０とが点接触している構成に比べて、芯線２０と第
２の側線４０との接触面積が大きくなる。そのため、釣り糸１０に力が加わった際に芯線
２０を介して第２の側線４０に加えられる力が分散されることにより、芯線２０を介して
第２の側線４０に加えられる単位面積当たりの力が小さくなり、ひいては釣り糸１０に力
が加わった際に芯線２０を介して第２の側線４０に力が加えられることに起因して第２の
側線４０が損傷することが抑制される。
【００５０】
　また、本実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の輪郭線は、
第２の表面２０ｂの一部である第２の直線部Ｓ２を有し、第２の側線４０は、芯線２０の
第２の直線部Ｓ２に接触している。そのため、本実施形態によれば、芯線２０と第２の側
線４０とが面接触した構成を容易に実現することができる。
【００５１】
　また、本実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の輪郭線は、
第２の側線４０が接触する第２の直線部Ｓ２を辺とする多角形である。そのため、本実施
形態によれば、第２の側線４０が芯線２０の第２の直線部Ｓ２に接触した構成を容易に実
現することができる。
【００５２】
　より具体的には、本実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の
輪郭線は、第２の側線４０が接触する第２の直線部Ｓ２を辺とする四角形である。そのた
め、異形ダイスを用いた伸線加工やスウェージング加工等により、芯線２０を、さらに容
易に製造することができる。
【００５３】
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　より具体的には、本実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の
輪郭線は、第２の側線４０が接触する第２の直線部Ｓ２を長辺とする長方形である。その
ため、本実施形態によれば、第２の直線部Ｓ２の長さを十分確保しながらも、釣り糸１０
の直径（より具体的には、釣り糸１０の横断面において第２の直線部Ｓ２に直交する方向
の直径）を小さくすることができる。
【００５４】
　また、本実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０は、Ｘ軸方向（横断面
に平行な方向）の幅がＺ軸方向（Ｘ軸方向に直交する方向）の幅よりも短い。釣り糸１０
の横断面において、芯線２０の第１の表面２０ａは、芯線２０におけるＸ軸負方向側（Ｘ
軸方向の一方の側）に位置し、第２の表面２０ｂは、芯線２０におけるＸ軸正方向側（Ｘ
軸方向の他方の側）に位置している。釣り糸１０の横断面において、第１の側線３０は、
芯線２０の第１の表面２０ａにおけるＺ軸方向の両端から離隔し、第２の側線４０は、芯
線２０の第２の表面２０ｂにおけるＺ軸方向の両端から離隔している。そのため、本実施
形態の釣り糸１０においては、芯線２０に対してＺ軸方向に略平行な力が加えられた際に
は、基本的には、Ｚ軸方向の幅が比較的長い芯線２０が当該力を直接受けることになり、
これにより第１の側線３０や第２の側線４０の破断が防止される。
【００５５】
　また、本実施形態の釣り糸１０では、第２の側線４０は、樹脂により形成されている。
そのため、本実施形態によれば、上述した構成でありながら柔軟性が高い第２の側線４０
を備える構成を容易に実現することができる。
【００５６】
Ｂ．変形例：
　本明細書で開示される技術は、上述の実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸
脱しない範囲において種々の形態に変形することができ、例えば次のような変形も可能で
ある。
【００５７】
　上記実施形態における釣り糸１０の構成は、あくまで一例であり、種々変形可能である
。例えば、上記実施形態における各部材の材料は、あくまで一例であり、種々変形可能で
ある。例えば、芯線２０は、金属以外の材料により形成されていてもよく、第１の側線３
０および第２の側線４０は、芯線２０を形成する材料のせん断強度よりも低いせん断強度
を有する材料であれば、樹脂以外の材料により形成されていてもよい。また、第１の側線
３０および第２の側線４０は、互いに異なる材料により形成されたものであってもよい。
【００５８】
　また、上記実施形態（または変形例、以下同様）において、釣り糸１０は、被覆層５０
を備えていなくてもよい。上記実施形態において、釣り糸１０は、第２の側線４０を備え
ていなくてもよい。
【００５９】
　また、上記実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の輪郭線は
、第１の表面２０ａの一部である第１の直線部Ｓ１を有し、第１の側線３０は、芯線２０
の第１の直線部Ｓ１に接触している。さらに、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の
横断面の輪郭線は、第１の側線３０が接触する第１の直線部Ｓ１を辺とする四角形である
。上記実施形態において、釣り糸１０における一部の横断面（以下、「第１の特定横断面
」という。）のみにおいて、芯線２０の横断面の輪郭線は、第１の表面２０ａの一部であ
る第３の直線部を有し、第１の側線３０は、芯線２０の第３の直線部に接触している構成
であってもよい。この構成においても、芯線２０と第１の側線３０とが面接触した構成を
容易に実現することができる。さらに、上記実施形態において、釣り糸１０における上記
第１の特定横断面のみにおいて、芯線２０の横断面の輪郭線は、第１の側線３０が接触す
る第３の直線部（芯線２０の第３の直線部）を辺とする四角形である構成であってもよい
。この構成においても、第１の側線３０が芯線２０の第３の直線部に接触した構成を容易
に実現することができる。なお、芯線２０の横断面の輪郭線は、釣り糸１０の長手方向の
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全長の５０％以上の部分における横断面において、このような構成であることが好ましく
、釣り糸１０の長手方向の全長の８０％以上の部分における横断面において、このような
構成であることがより好ましい。
【００６０】
　また、上記実施形態では、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の輪郭線は
、第２の表面２０ｂの一部である第２の直線部Ｓ２を有し、第２の側線４０は、芯線２０
の第２の直線部Ｓ２に接触している。さらに、芯線２０の横断面の輪郭線は、第２の側線
４０が接触する第２の直線部Ｓ２を辺とする四角形である。上記実施形態において、釣り
糸１０における一部の横断面（以下、「第２の特定横断面」という。）のみにおいて、芯
線２０の横断面の輪郭線は、第２の表面２０ｂの一部である第４の直線部を有し、第２の
側線４０は、芯線２０の第４の直線部に接触している構成であってもよい。この構成にお
いても、芯線２０と第２の側線４０とが面接触した構成を容易に実現することができる。
さらに、上記実施形態において、釣り糸１０における上記第２の特定横断面において、芯
線２０の横断面の輪郭線は、第２の側線４０が接触する第４の直線部を辺とする四角形で
ある構成であってもよい。この構成においても、第２の側線４０が芯線２０の第４の直線
部に接触した構成を容易に実現することができる。なお、芯線２０の横断面の輪郭線は、
釣り糸１０の長手方向の全長の５０％以上の部分における横断面において、このような構
成であることが好ましく、釣り糸１０の長手方向の全長の８０％以上の部分における横断
面において、このような構成であることがより好ましい。
【００６１】
　また、上記実施形態において、釣り糸１０における一部の横断面（以下、「第３の特定
横断面」という。）のみにおいて、芯線２０は、芯線２０における上記第３の特定横断面
に平行な方向（上記第３の特定横断面に平行ないずれかの方向）の幅は、当該方向に直交
する方向の幅よりも短い構成であってもよい。この構成においても、芯線２０に対して上
記所定方向に略平行な方向から力が加えられた際に、基本的には当該所定方向の幅が長い
芯線２０が当該力を受けることになり、これにより第１の側線３０や第２の側線４０の破
断が防止される。なお、芯線２０の横断面の輪郭線は、釣り糸１０の長手方向の全長の５
０％以上の部分における横断面において、このような構成であることが好ましく、釣り糸
１０の長手方向の全長の８０％以上の部分における横断面において、このような構成であ
ることがより好ましい。
【００６２】
　また、上記実施形態において、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の輪郭
線は、四角形以外の形状であってもよい（但し、真円形は除く）。例えば、上記実施形態
において、釣り糸１０の横断面において、芯線２０の横断面の輪郭線は、第１の側線３０
が接触する直線部と、第２の側線４０が接触する直線部との両方または一方を辺とする多
角形（例えば、三角形）であってもよく、長円形やひょうたん形であってもよい。多角形
は、辺の数が偶数である多角形であってもよい。芯線２０の横断面の輪郭線の形状、第１
の側線３０および第２の側線４０の少なくとも一方の横断面の輪郭線の形状、あるいは、
第１の側線３０および第２の側線４０の少なくとも一方の本数の設定により、釣り糸１０
の強度や柔軟性を容易に調整することができる。なお、芯線２０の横断面の輪郭線が多角
形である構成においては、上記実施形態との場合と同様に、異形ダイスを用いた伸線加工
やスウェージング加工により、芯線２０を、容易に製造することができる。
【００６３】
　また、上記実施形態において、釣り糸１０における一部の横断面のみにおいて、芯線２
０は、芯線２０の横断面の輪郭線は、四角形または四角形以外の上述した形状であっても
よい。
【００６４】
　また、上記実施形態において、釣り糸１０における一部の横断面のみにおいて、第１の
側線３０は、芯線２０の第１の表面２０ａにおける横断面に平行な方向（横断面に平行な
いずれかの方向）の両端から離隔し、第２の側線４０は、芯線２０の第２の表面２０ｂに
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おける当該方向の両端から離隔している構成であってもよい。
【００６５】
　また、上記実施形態では、釣り糸を例に説明したが、本発明は、釣り糸に限らず、互い
にせん断強度が異なる材料により形成された複数の線を備える他の複合線にも同様に適用
可能である。
【符号の説明】
【００６６】
１０：釣り糸　２０：芯線　３０：第１の側線　４０：第２の側線　５０：被覆層

【図１】 【図２】
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